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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第90期
第３四半期
累計期間

第91期
第３四半期
累計期間

第90期
第３四半期
会計期間

第91期
第３四半期
会計期間

第90期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
      ４月１日
至  平成21年
      12月31日

自  平成20年
      10月１日
至  平成20年
      12月31日

自  平成21年
      10月１日
至  平成21年
      12月31日

自  平成20年
      ４月１日
至  平成21年
      ３月31日

売上高 (千円) 3,402,9911,827,001842,556 645,7354,001,124

経常損失 (千円) 765,539 173,300 363,015 99,903 879,923

四半期(当期)純損失 (千円) 2,247,374147,7861,714,592103,8842,502,760

持分法を適用した場合
の投資利益又は投資損
失（△）

(千円) △171,971 29,754△230,058 13,199△321,134

資本金 (千円) ― ― 5,000,0005,000,0005,000,000

発行済株式総数 (株) ― ― 1,020,698,6821,020,698,6821,020,698,682

純資産額 (千円) ― ― 3,980,9833,577,7243,725,479

総資産額 (千円) ― ― 5,245,4664,765,0925,027,174

１株当たり純資産額 (円) ― ― 3.96 3.56 3.70

１株当たり四半期
(当期)純損失金額

(円) 2.23 0.14 1.70 0.1 2.49

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 75.9 75.1 74.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 94,580 △389 ― ― 142,480

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 427,328 322 ― ― 436,032

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △51,251 △50 ― ― △51,654

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,382,4931,321,2161,438,693

従業員数 (名) ― ― 164 151 146

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

　　　２　売上高には、消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という)は含まれておりません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。なお、当期末従業員数には、出向受入者３名が含まれております。
４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、
また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 151(6)

(注) １　従業員数は、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　当第３四半期会計期間末従業員数には、出向受入者３名が含まれており、(　)は嘱託人数を外数で表示しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　
事業部門 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

ニッケル事業
ニッケル地金 244,277 △21.8

ニッケル塩類 22,948 △40.8

ニッケル事業計 267,225 △23.9

(注) １  金額は、製造原価によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期会計期間における仕入実績は、次のとおりであります。

事業部門 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

ニッケル事業
ニッケル地金 248,953 △30.4

ニッケル塩類 27,432 △42.5

ニッケル事業計 276,385 △31.9

不動産事業 ― ―

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 受注状況

当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4) 販売実績

当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

事業部門別の名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ニッケル事業 280,883 △34.93

不動産事業 41,288 △61.63

教育事業 323,564 6.69

環境事業 ─ ─

合計 645,735 △23.36

(注) １  上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先
前第３四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

ニッケル事業

 旭日産業㈱ 112,634 26.1

 双日㈱ 72,329 16.8

 清水鍍研材㈱ 53,961 12.5

　

相手先
当第３四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

ニッケル事業

 清水鍍研材㈱ 51,683 18.4

 双日㈱ 51,040 18.2

 上村工業㈱ 48,744 17.3

 旭日産業㈱ 31,471 11.2

　

２ 【事業等のリスク】

　　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。
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（１）経営成績の分析

当第３四半期会計期間（平成21年10月１日～平成21年12月31日）におけるわが国経済は、雇用情勢と個人消費に

大きな改善は見られず依然として厳しい状況が続いております。

このような環境の下、当第３四半期会計期間の売上高につきましては、ニッケル事業では、ＬＭＥ価格は第２四半

期から横ばいの状況で推移しましたが在庫調整の影響で販売量が前年同期に比べ大幅に減少したことにより、売上

高は２億80百万円（前年同期比34.9％減）となりました。

不動産事業では、不動産市況の回復が見込めない状況の中、販売用物件の販売促進に努めましたが、売買案件を大

幅に絞り込んだ為、売上高は41百万円（同61.6％減）となりました。

教育事業では、退会防止と冬季講習会生徒数の増加に努めた結果、売上高は３億23百万円（同6.7％

増）となりました。

以上の結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高６億45百万円（同23.4％減）、営業損失1億2百万円（前年同

期営業損失2億55百万円）、経常損失99百万円（前年同期経常損失３億63百万円）、四半期純損失１億3百万円（前

年同期四半期純損失17億14百万円）となりました。

（２）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の資産につきましては、流動資産は前事業年度末に比べ32百万円増加し、32億33百万円と

なりました。これは主に売上債権の増加等によるものであります。

　固定資産は前事業年度末に比べ２億94百万円減少し、15億31百万円となりました。これは主に関係会社株式の売却

によるものであります。

　負債につきましては、流動負債は前事業年度末に比べ68百万円減少し３億50百万円となりました。これは主に未払

金が減少したこと等によるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べ46百万円減少し、8億36百万円となりました。これは主に長期借入金を１年内返済

予定長期借入金に振り替えたことによるものであります。

　純資産につきましては、前事業年度末に比べ１億47百万円の減少となりました。これは四半期純損失１億３百万円

を計上したことによるものであります。

(３) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の期末残高は、前事業年度末に比べ１

億17百万円減少し13億21百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金は、５億60百万円の減少（前年同期76百万円の増加）となりました。

その主な内訳は、売上債権の増加及び預り金の減少等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の増加は、８億５百万円（前年同期１百万円の減少）となりました。

その主な内訳は、短期貸付金の回収等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は、１百万円（前年同期１百万円の減少）となりました。

その主な内訳は、配当金の支払等によるものであります。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

（５）研究開発活動

当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、1,239千円であります。

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,800,000,000

計 1,800,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,020,698,6821,020,698,682
大阪証券取引所
（市場第１部）

単元株式数1,000株であります。

計 1,020,698,6821,020,698,682― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日
　　　　～
平成21年12月31日

─ 1,020,698,682─ 5,000,000 ─ ─

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）普通株式
　　　14,734,000

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式　
  1,005,141,000

1,005,141 同上

単元未満株式
普通株式
  823,682

― 同上

発行済株式総数 1,020,698,682― ―

総株主の議決権 ― 1,005,141 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が190,000株(議決権190個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式118株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社エス・サイエン
ス

東京都千代田区丸の内三
丁目１番１号

14,734,000 ― 14,734,0001.44

計 ― 14,734,000　 14,734,0001.44

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
８月

　
　９月

　
　10月

　
　11月

　
　12月

最高(円) 4 3 4 4 5 4 4 5 4

最低(円) 1 2 2 2 2 2 2 2 2

 (注) 株価は、４月から７月及び８月の最低価格は東京証券取引所市場第一部、８月の最高価格及び９月以降は大阪証

券取引所市場第一部におけるものです。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ― 福　村　康　廣 平成21年９月８日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期累計期間

(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期

会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間(平成20年10月１日か

ら平成21年12月31日まで)及び前第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第３四半期会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３

四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期財務諸表について、ＫＤＡ監

査法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみ

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

①資産基準　　　　　0.54%

②売上高基準　　　　―

③利益基準　　　　　―

④利益剰余金基準　　―

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。なお、売上高基準及び利益基準は第３四半期累計

期間の数値によっております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,321,216 1,438,693

受取手形 ※3
 94,811 26,739

売掛金 159,052 73,972

営業未収入金 76,541 63,455

有価証券 454,655 362,625

販売用不動産 ※1, ※2
 869,684

※1, ※2
 919,933

商品 19,763 45,999

製品 56,436 62,987

原材料 4,570 19,333

仕掛品 3,247 －

前払費用 32,157 44,790

短期貸付金 － －

1年内回収予定の長期貸付金 2,700 －

未収入金 34,505 32,809

預け金 102,131 102,360

その他 9,113 9,147

貸倒引当金 △7,331 △1,630

流動資産合計 3,233,256 3,201,219

固定資産

有形固定資産

建物 685,810 685,190

減価償却累計額 △343,466 △329,843

建物（純額） 342,344 355,347

構築物 29,778 29,778

減価償却累計額 △26,336 △26,011

構築物（純額） 3,442 3,767

機械及び装置 188,502 188,502

減価償却累計額 △183,666 △182,180

機械及び装置（純額） 4,836 6,321

車両運搬具 16,490 14,829

減価償却累計額 △5,423 △13,499

車両運搬具（純額） 11,066 1,330

工具、器具及び備品 188,757 188,024

減価償却累計額 △175,374 △171,907

工具、器具及び備品（純額） 13,383 16,117

有形固定資産合計 375,072 382,883

無形固定資産

借地権 14,678 14,678
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

ソフトウエア 3,405 6,526

電話加入権 14,702 14,702

無形固定資産合計 32,786 35,906

投資その他の資産

投資有価証券 82,508 82,551

関係会社株式 699,810 974,810

出資金 1,400 1,400

会員権 24,376 24,376

長期貸付金 2,000 5,300

長期前払費用 5,480 6,802

敷金及び保証金 240,302 242,566

長期未収入金 113,620 98,625

長期営業外未収入金 57,300 57,300

その他 7,785 9,868

貸倒引当金 △110,605 △96,436

投資その他の資産合計 1,123,977 1,407,164

固定資産合計 1,531,836 1,825,954

資産合計 4,765,092 5,027,174

負債の部

流動負債

買掛金 36,332 14,697

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 50,000

※1
 50,000

未払金 70,866 105,737

未払法人税等 17,408 24,190

前受金 4,046 19,071

賞与引当金 860 2,931

未払費用 43,311 59,970

預り金 6,949 10,674

未払消費税等 12,274 22,816

訴訟損失引当金 107,632 107,632

その他 885 1,059

流動負債合計 350,567 418,781

固定負債

長期借入金 ※1
 696,000

※1
 746,000

退職給付引当金 8,266 7,133

役員退職慰労引当金 53,234 50,480

長期預り金 79,300 79,300

固定負債合計 836,800 882,913

負債合計 1,187,367 1,301,695
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 1,560,321 1,560,321

利益剰余金 △2,650,546 △2,502,760

自己株式 △331,746 △331,743

株主資本合計 3,578,028 3,725,817

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △303 △338

評価・換算差額等合計 △303 △338

純資産合計 3,577,724 3,725,479

負債純資産合計 4,765,092 5,027,174
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 3,402,991 1,827,001

売上原価 3,351,873 1,644,143

売上総利益 51,118 182,858

販売費及び一般管理費 ※
 526,183

※
 473,391

営業損失（△） △475,064 △290,533

営業外収益

受取利息及び配当金 15,446 8,660

有価証券評価益 － 92,030

受取賃貸料 5,878 5,918

その他 4,389 12,373

営業外収益合計 25,713 118,983

営業外費用

有価証券評価損 299,955 －

売上割引 6,981 1,278

その他 9,251 471

営業外費用合計 316,188 1,750

経常損失（△） △765,539 △173,300

特別利益

過年度損益修正益 2,180 2,989

固定資産売却益 － 782

関係会社株式売却益 － 49,500

役員退職慰労引当金戻入額 5,740 －

その他 4,450 50

特別利益合計 12,370 53,322

特別損失

過年度損益修正損 13,954 2,831

減損損失 5,742 －

事業撤退損 － 1,355

貸倒引当金繰入額 36,435 14,343

投資有価証券評価損 78,724 －

関係会社株式評価損 1,336,734 －

その他 12,876 161

特別損失合計 1,484,468 18,691

税引前四半期純損失（△） △2,237,638 △138,669

法人税、住民税及び事業税 9,736 9,117

法人税等合計 9,736 9,117

四半期純損失（△） △2,247,374 △147,786
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 842,556 645,735

売上原価 907,640 591,027

売上総利益又は売上総損失（△） △65,083 54,708

販売費及び一般管理費 ※
 190,551

※
 157,434

営業損失（△） △255,635 △102,726

営業外収益

受取利息及び配当金 4,924 2,982

その他 575 792

営業外収益合計 5,499 3,775

営業外費用

有価証券評価損 108,401 424

売上割引 1,052 416

その他 3,425 112

営業外費用合計 112,879 952

経常損失（△） △363,015 △99,903

特別利益

貸倒引当金戻入額 780 －

その他 235 30

特別利益合計 1,015 30

特別損失

過年度損益修正損 11,500 972

関係会社株式評価損 1,336,734 －

その他 1,118 －

特別損失合計 1,349,352 972

税引前四半期純損失（△） △1,711,352 △100,845

法人税、住民税及び事業税 3,240 3,039

法人税等合計 3,240 3,039

四半期純損失（△） △1,714,592 △103,884
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △2,237,638 △138,669

減価償却費 34,913 25,145

減損損失 5,742 －

関係会社株式売却損益（△は益） － △49,500

固定資産売却損益（△は益） － △782

投資有価証券評価損益（△は益） 78,724 －

関係会社株式評価損 1,336,734 －

受取利息及び受取配当金 △15,446 △8,660

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,086 △2,071

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,293 1,132

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,040 2,754

貸倒引当金の増減額（△は減少） 31,995 19,871

売上債権の増減額（△は増加） 404,396 △180,478

仕入債務の増減額（△は減少） △19,732 22,988

たな卸資産の増減額（△は増加） 176,525 93,009

売買目的有価証券の純増（△）減 △33,859 △92,030

前払費用の増減額（△は増加） △11,342 12,633

未収入金の増減額（△は増加） 34,170 △7,563

預け金の増減額（△は増加） 359,121 －

未払金の増減額（△は減少） △39,160 △34,501

未払費用の増減額（△は減少） 1,689 △16,659

預り金の増減額（△は減少） △8,706 △3,725

前受金の増減額（△は減少） △15,897 △15,024

未払消費税等の増減額（△は減少） 17,162 △10,542

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△25,017 △2,922

その他 16,995 1,211

小計 88,540 △384,385

利息及び配当金の受取額 19,835 8,223

法人税等の支払額 △13,796 △12,976

営業活動によるキャッシュ・フロー 94,580 △389,138
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,622 △13,568

無形固定資産の取得による支出 △5,000 －

関係会社株式の売却による収入 － 324,500

短期貸付金の回収による収入 400,000 800,194

短期貸付けによる支出 － △800,500

長期貸付金の回収による収入 2,480 2,100

敷金及び保証金の回収による収入 11,300 2,350

出資金の回収による収入 11,777 －

その他 10,393 6,957

投資活動によるキャッシュ・フロー 427,328 322,033

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000

配当金の支払額 △1,259 －

その他 8 △372

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,251 △50,372

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 470,657 △117,477

現金及び現金同等物の期首残高 911,835 1,438,693

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,382,493

※
 1,321,216
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　　　　該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　　　該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期累計期間

（自　平成21年４月１日　　至　平成21年12月31日）

1.　棚卸資産の評価方法

　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前会計年度末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積も

り、簿価切下げを行う方法によっております。

２.　固定資産の減価償却の算定方法

　定率法を採用している資産については、会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

３.　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。

 

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　　至　平成21年12月31日）

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

当第３四半期会計期間末

（平成21年12月31日）

前事業年度末

（平成21年３月31日）

※１　担保資産　349,921千円

（１）担保に供している資産    349,921千円

（２）上記に対する債務 

      １年内返済予定長期借入金　 50,000千円

  　　長期借入金                696,000千円

 
※２　販売用不動産

　　当四半期会計期間に「販売用不動産」の取得価額に

算入した借入金利息はありません。当四半期末残高

に含まれる借入金利息算入額はありません。

 

※３　四半期会計期間末日満期手形の会計処理につい　

　　ては、手形交換日をもって決済処理しておりま　

　　す。なお、当第３四半期会計末日が金融機関の休　

　　日であったため、次の四半期会計期間末日満期手　

　　形が、四半期会計期間末残高に含まれておりま

　　す。

　　　受取手形　　　　　　　　　27,163千円

 

※１　担保資産　349,921千円

（１）担保に供している資産    349,921千円

（２）上記に対する債務 

      １年内返済予定長期借入金　 50,000千円

  　　長期借入金                746,000千円

 
※２　販売用不動産

　　当期に「販売用不動産」の取得価額に算入した借入

金利息はありません。当期末残高に含まれる借入金

利息算入額はありません。

 
　　　　　　　　　　　　─
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(四半期損益計算書関係)

第３四半期累計期間

　

前第３四半期累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与手当等　　　　　　　　　　151,215千円

　　減価償却費　　　　　　　　　　 18,022

    賞与引当金繰入額                3,745

    退職給付引当金繰入額　　　　　  2,293

    役員退職慰労引当金繰入額　　　  4,700 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与手当等　　　　　　　　　123,354千円

　　減価償却費　　　　　　　　　 7,154

    賞与引当金繰入額             1,861

    退職給付引当金繰入額　　     1,132

    役員退職慰労引当金繰入額　   2,754 

　

　

第３四半期会計期間

前第３四半期会計期間

（自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間

（自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与手当等　　　　　　　　　　48,243千円

　　減価償却費　　　　　　　　　　 4,507

    賞与引当金繰入額                 734

    退職給付引当金繰入額　　　　　   765

    役員退職慰労引当金繰入額　　　 1,530 

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与手当等　　　　　　　　　　38,426千円

　　減価償却費　　　　　　　　　　 3,145

    賞与引当金繰入額                 280

    退職給付引当金繰入額　　　　　   377

    役員退職慰労引当金繰入額　　　   779 

　
　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　（平成20年12月31日現在）

現金及び預金　　　　　　　　　 1,382,493千円

現金及び預金同等物　　　　　　 1,382,493千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　（平成21年12月31日現在）

現金及び預金 1,321,216千円

現金及び現金同等物 1,321,216千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自  平成21年４月１日  至  平

成21年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 1,020,698,682

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 14,734,834

　

　

３  新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

　　　該当事項はありません。

(デリバティブ取引関係)

　　　該当事項はありません。

(ストック・オプション等関係)

　　　該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社に関する事項

第３四半期累計期間

　

　
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日　
　　至　平成20年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 954,810

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 2,119,572

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円） 171,971

　

　
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日　
　　至　平成21年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 679,810

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 1,425,100

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 29,754

　

第３四半期会計期間

　

　
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日　
　　至　平成20年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 954,810

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 2,119,572

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円） 230,058

　

　
当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日　
　　至　平成21年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 679,810

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 1,425,100

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 13,199
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 3.56円
　

　 　

　 3.70円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,577,724 3,725,479

普通株式に係る純資産額(千円) 3,577,724 3,725,479

差額の主な内訳(千円) ─ ─

普通株式の発行済株式数(千株) 1,020,698 1,020,698

普通株式の自己株式数(千株) 14,734 14,728

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 1,005,963 1,005,969

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期累計期間

　
前第３四半期累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 2.23円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

１株当たり四半期純損失金額 0.14円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目

前第３四半期累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日）

四半期損益計算書上の四半期純損失（千
円）

2,247,374 147,786

普通株式に係る四半期純損失（千円） 2,247,374 147,786

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

期中平均株式数（千株） 1,005,978 1,005,965
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第３四半期会計期間

　
前第３四半期会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 1.70円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

１株当たり四半期純損失金額 0.1円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─
　

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目

前第３四半期会計期間

（自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間

（自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日）

四半期損益計算書上の四半期純損失(千
円)

1,714,592 103,884

普通株式に係る四半期純損失（千円） 1,714,592 103,884

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

期中平均株式数（千株） 1,005,974 1,005,964

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

株式会社エス・サイエンス

取締役会  御中

　

ＫＤＡ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐々木　敬昌　　　    印
　

　 　 　
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    菊原　　栄三　　　    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社エス・サイエンスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第90期事業年度の第３四半期会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年

12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法

人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エス・サイエンスの平成20年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。

　

追記情報

　四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は売買目的有価証券につ

いて、従来評価損益を売上高及び売上原価に計上していたが、当第１四半期会計期間より主たる本業ではなく

なったため、評価損益について営業外損益に計上するようにした旨の記載がある。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

株式会社エス・サイエンス

取締役会  御中

　

ＫＤＡ監査法人
　

　
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　関　　本　　　　　享　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　菊　　原　　栄　　三　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社エス・サイエンスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第91期事業年度の第３四半期会計期

間（平成21年10月1日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エス・サイエンスの平成21年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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